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出雲大好きIターン女子のみなさんのブログを「いずもな暮らし」
『FROM NOW ON , IZUMO』で公開しています。

http://izumonakurashi.jp/izumoblog
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山
﨑
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
岩
手
県
か
ら
移
住
し
、

市
内
の
有
限
会
社
　
竹
野
屋
旅
館
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　
島
根
県
で
な
ぎ
な
た
を
や
り
た
か
っ
た
こ
と
と
、「
出

雲
大
好
き
Ｉ
タ
ー
ン
女
性
支
援
事
業
」
が
移
住
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
山
﨑
さ
ん
。

　
出
雲
で
働
き
始
め
て
１
年
が
過
ぎ
、「
旅
館
な
の
で
、

県
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
や
出
雲
に
住
ん
で
い
る
方

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
と
の
出
会
い
が
あ
る
職
場
で

す
。
毎
日
や
り
が
い
も
あ
り
、
楽
し
く
働
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
様
子
で
す
。

　
職
場
の
上
司
の
川
崎
将
兵
さ
ん
は
、「
す
ご
く
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ミ
ス
も
な
く
、
落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
ま
す
。
働
き

始
め
て
１
年
で
す
が
、中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、頼
れ
る
存
在
で
す
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
山
﨑
さ
ん
は
、「
出
雲
に
来
て
か
ら
（
自
身
の
）
車
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
、す
ご
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。出
雲
大
社
へ
参
拝
に
行
っ

た
ら
、
そ
こ
か
ら
全
く
何
も
な
く
な
り
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
毎
年
参
拝
に
行
く
と
決
め
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
の

お
守
り
の
シ
ー
ル
も
ち
ゃ
ん
と
貼
っ
て
い
ま
す
！
」
と
出
雲
に
来
て

か
ら
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
、「
外
国
人
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
、
今
、
英
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
英
語
で
の
接
客
対
応
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぎ
な
た
も
引
き
続

き
、楽
し
み
た
い
で
す
！
」と
今
後
へ
の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
出
雲
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
山
﨑
さ
ん
。「
出
雲
大
好
き
Ｉ

タ
ー
ン
女
性
」
と
し
て
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま

す
。

「
出
雲
大
好
き
Ｉ
タ
ー
ン
女
性
支
援
事
業
」を
活
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
働
く
姿
を
紹
介
す
る
第
12
弾
で
す
。

やまさききぬ よ

山﨑絹代さん
（有限会社 竹野屋旅館）

やまさききぬ よ

山﨑絹代さん
（有限会社 竹野屋旅館）

　八雲塗の特徴は蒔絵の上から透漆を塗り、
研ぎ出しを行い、更に艶出しの漆を塗り重ね
て磨くことです。手作業で時間をかけて磨く
ことによって、艶やかな漆器になります。時間
が経つにつれ漆が透け、蒔絵が色鮮やかに発
色します。

　今回ご紹介する伝統工芸品は、漆芸のわたなべで製作される「八雲塗」です。素地に
さまざまな色合の色漆や青貝、金銀を用いて蒔絵を描き、その上から天然透漆を塗り
込んだ八雲塗は、優美な色合を持ち、本格的な工芸品として高い評価を得ています。
　製作者の渡部直人さんは、県認定優秀専門技能者に認定されています。

出雲の伝統工芸出雲の伝統工芸
　出雲市には、豊かな自然と歴史に育まれた多くの優れた伝統工芸があり
ます。作り手の方の想いとともに出雲の工芸を紹介します。

おたずね／商工振興課　☎２１－６５４１
手しごとマップHP

伝統工芸品「八雲塗」の特徴

　木製品、木粉加工品、樹脂製品の3種類で
す。木製品は柔らかい手触りが特徴で、上品
な仕上がりです。木粉加工品は、木粉と樹脂
を固めたもので、耐久性があります。樹脂製
品は、安価で量産に適しており、手軽に購入で
きるため、近年の売れ筋です。

八雲塗製品の種類とそれぞれの特徴

　昔ほど使われなくなりました
が、工芸品のぬくもりは捨てがた
いと思います。ぜひ一度ご来店
のうえ、手に取ってみてくださ
い。

製作者の想い

や         くも        ぬりや         くも        ぬり

「 八 雲 塗 」「 八 雲 塗 」

【店舗情報】
取扱店舗名：
　漆芸のわたなべ　
住所：
　出雲市平田町1061
　アスティ本町　
営業時間：
　9：30～20：00　
定休日：不定休

製作者 渡部 直人 さん

すきうるし

もくふん

まきえ
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松江
会場
松江
会場

と　き 9月17日（月・祝）

７月下旬～８月末（予定）

ところ 松江テルサ
米子
会場
米子
会場

と　き 9月30日（日）
ところ 米子コンベンション

センターBIG SHIP
対   象

募集期間

指定様式（Adobe社Illustrator）でデザインし、
応募用紙とともに提出してください。

応募方法

平成３０年１１月頃（予定）結果発表日本在住の個人
（国籍･年齢･経験･受賞歴の有無等は不問）

応募資格

１人何点でも応募できます応募点数

・出雲地域の特色を表現し、地域振興等に貢献するもの
・ナンバープレートとしての視認性が十分確保されているもの　など

デザイン案の主な条件

〒６９３-８５３０ 今市町７０ 出雲市役所縁結び定住課
☎２１ー６７７１　FAX ２１ー６５９９
〔電子メールアドレス〕enmusubi@city.izumo.shimane.jp

応募・おたずね

内容・申込み イベントの内容、申込方法などの詳細については松江市ホームページ「出会いの場」で
検索してください。
（http://www1.city.matsue.shimane.jp/koyou/deainoba/）

おたずね ①出会いの場づくり事業実行委員会事務局
　〒690-8540松江市末次町86　松江市定住企業立地推進課　
　☎0852-55-5215、ＦＡＸ0852-55-5920、Ｅメール：teiju@city.matsue.lg.jp
②出雲市縁結び定住課　☎21-6771

　中海・宍道湖・大山圏域で、出会いの場づくり婚活イベントを開催します。松江市、米子市の2会
場で行いますが、会場によって対象となる年齢が異なりますのでご注意ください。
　皆さまのご参加をお待ちしております。

　中海・宍道湖・大山圏域で、出会いの場づくり婚活イベントを開催します。松江市、米子市の2会
場で行いますが、会場によって対象となる年齢が異なりますのでご注意ください。
　皆さまのご参加をお待ちしております。

松江会場は20歳代～30歳代の独身の人、米子会場は30歳代～40歳代の独身の人で、出雲市、米子市、
境港市、安来市、松江市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、日南町、日野町、江府町、のいずれかにお住ま
いの人、通勤通学している人、または機会があれば住んでみたいと考えている人。
※30歳代の人は、勤め先、お住まいの近くなど、ご都合の良い会場へご参加ください。

図柄入りご当地ナンバープレート図柄入りご当地ナンバープレート
「出雲」ナンバーのデザイン募集について「出雲」ナンバーのデザイン募集について

　平成32年度からの「出雲」ナンバー導入に向けて、出雲地域（出雲市、奥出雲町、
飯南町）のイメージアップにつながるナンバープレートのデザインを募集します。
　あなたのデザインしたナンバープレートが出雲の魅力をのせて全国を走ります！
　多くの皆さまからのご応募をお待ちしております。
　なお、応募にあたっては、出雲市のホームページに掲載している応募要項等を
必ずご確認ください。

　平成32年度からの「出雲」ナンバー導入に向けて、出雲地域（出雲市、奥出雲町、
飯南町）のイメージアップにつながるナンバープレートのデザインを募集します。
　あなたのデザインしたナンバープレートが出雲の魅力をのせて全国を走ります！
　多くの皆さまからのご応募をお待ちしております。
　なお、応募にあたっては、出雲市のホームページに掲載している応募要項等を
必ずご確認ください。

出会いの場づくり

婚活イベントを開催します婚活イベントを開催します婚活イベントを開催します

最優秀作品（１点）と優秀作品（数点）
には副賞があります。


